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会
し
て
法
要
に
参
列
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
。
理
事
だ

け
の
少
人
数
で
も
相
集
い
、
歴
代
藩
主
の
遺
徳
を
偲
ん

で
供
養
が
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
３
日
・
４
日
の
両
日
、
長
政
公
四
百
年
忌
報
恩

供
養
祭
が
京
都
・
大
徳
寺
塔
頭
龍
光
院
の
主
催
で
崇
福

寺
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

黒
田
家
16
代
当
主
の
長
高
様
、
ご
息
女
の
絢
子
さ
ん

は
じ
め
藤
香
会
の
理
事
も
数
名
参
列
し
ま
し
た
。
長
高

様
の
来
福
は
３
年
ぶ
り
で
し
た
。

初
日
は
龍
光
院
や
福
岡
（
博
物
館
や
崇
福
寺
）
に
あ

る
長
政
公
関
連
の
書
画
の
展
示
と
そ
の
解
説
を
大
阪
大

学
人
文
学
研
究
科
の
門
脇
む
つ
み
准
教
授
の
解
説
お
よ

び
ミ
ホ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
熊
倉
功
夫
館
長
の
「
黒
田

家
の
茶
の
湯
と
遠
州
の
茶
の
湯
」
と
題
す
る
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

２
日
目
は
遠
州
茶
道
宗
家
の
小
堀
宗
実
家
元
の
献
茶

と
龍
光
院
住
職
小
堀
月
浦
師
の
読
経
法
要
の
後
、
四
頭

（
よ
つ
が
し
ら
）
茶
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
四
人
の

お
坊
様
が
４
人
の
客
（
主
位
・
賓
位
・
主
対
位
・
賓
対
位
）

と
そ
の
相
伴
客
に
そ
れ
ぞ
れ
茶
を
点
て
る
作
法
の
茶
会

で
、
龍
光
院
が
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
そ
う
で
す
。
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５
月
29
日
（
土
）。
筥
崎
宮
参
集
殿
に
お
い
て
２
年

ぶ
り
と
な
る
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
会
員
は
61
名
（
賛
助
会
員
を
含
む
）、
委
任
状

提
出
者
が
１
０
８
名
、
計
１
６
９
名
で
、
総
数
２
５
６

名
の
半
数
以
上
と
な
っ
て
規
約
に
基
づ
き
会
議
の
成
立

を
田
島
事
務
局
長
が
宣
言
し
ま
し
た
。

議
案
は
昨
年
度
事
業
報
告
か
ら
今
年
度
の
総
額

４
５
０
万
円
と
な
る
予
算
ま
で
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
、

役
員
は
改
選
年
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
浜
田
泰
祐
理

事
が
高
齢
の
た
め
退
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
た
に
因

幡
敏
幸
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
役
員
の
職
務
分
担
と
し
て
毛
屋
副
会
長
よ
り
次

の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

名
誉
顧
問　
　

黒
田　

長
髙

会　
　

長　
　

山
㟢　
　

拓

副
会
長　
　

毛
屋　

嘉
明

事
務
局　
　

田
島　

満
行（
局
長
）　

松
尾　
　

等

事
務
局
総
務　

西
田　

経
敏　
　
　

栗
山　

順
子

　
　
　

研
修　

田
中　

崇
和　
　
　

吉
田　

征
則

　
　
　

広
報　

天
本　

孝
久　
　
　

中
村　

照
久

　
　
　

会
計　

郡　
　

基
博　
　
　

秦　
　

紀
子

理　
　

事　
　

徳
永　

良
子　
　
　

三
野
原　

信
二

　
　
　
　
　
　

岳　
　

康
宏　
　
　

馬
頭　

徹
夫

（新）

　
　
　
　
　
　

森　
　

純
子　
　
　

村
山　

由
美

　
　
　
　
　
　

因
幡　

敏
幸
（新）

監　
　

事　
　

田
中　

雅
美　
　
　

大
島　

泰
治
（新）

総
会
終
了
後
に
筥
崎
宮
宮
司
の
田
村
邦
明
さ
ん
の

「
黒
田
家
と
筥
崎
宮
の
関
係
」
と
題
し
て
の
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。
天
正
15
年
、
秀
吉
の
九
州
征
伐
の
帰
路
、

箱
崎
に
駐
屯
し
て
博
多
の
再
興
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ

の
役
割
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
黒
田
官
兵
衛
、
小
西
行
長
、

石
田
三
成
で
し
た
。
こ
こ
箱
崎
本
営
で
行
わ
れ
た
千
利

休
の
茶
会
に
て
秀
吉
と
共
に
官
兵
衛
の
叔
父
で
あ
る
小

寺
長
友
（
休
夢
）
は
連
歌
を
作
り
ま
し
た
。（「
ち
ょ
っ

と
う
ん
ち
く
」
を
参
照
）
黒
田
氏
の
筑
前
入
国
以
前
か

ら
黒
田
氏
と
博
多
の
関
係
は
深
か
っ
た
の
で
す
。

筥
崎
宮
の
一
の
鳥
居
は
黒
田
長
政
公
の
寄
進
に
よ
る

も
の
で
、
先
の
西
方
沖
地
震
で
も
15
㎝
ず
れ
た
だ
け
で

し
た
。
３
段
の
石
材
（
肥
前
鷹
島
産
）
を
継
い
で
い
ま

す
が
、
そ
の
継
ぎ
方
に
は
揺
れ
を
緩
和
す
る
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
忠
之
公
も
今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

二
の
鳥
居
を
寄
進
し
て
い
ま
す
。

総
会
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

コ
ロ
ナ
感
染
が
広
が
っ
て
福
岡
県
に
も
蔓
延
防
止
等

重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
て
い
る
中
で
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
。

忠
之
公
の
ご
法
要
は
、
命
日
の
２
月
12
日
に
理
事
17

名
の
参
列
で
忠
之
公
、
光
之
公
、
治
高
公
の
霊
に
誠
を

捧
げ
ま
し
た
。

如
水
公
の
ご
法
要
は
、
３
月
20
日
崇
福
寺
本
堂
と
墓

前
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

山
㟢
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
今
年
も
会
員
が
一
同
に

長
政
公
四
百
年
忌
報
恩
供
養
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た

如水公法要
如水公の墓前で焼香の順番を待つ理事

忠之公法要
東長寺本堂で焼香する理事

崇福寺で行われた
長政公400年忌の法要の案内

総会の模様
熱心に審議する総会出席者

如
水
公
・
忠
之
公
ご
法
要
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会員クリック㉚

高
弟
で
あ
っ
た
当
流
三
代 

大
野
松
右
衛
門
は
宗
巌
よ
り

柳
生
姓
を
賜
り
、
柳
生
松
右
衛
門
家
信
と
名
乗
る
。

大
野
松
右
衛
門
は
文
禄
４
（
１
５
９
５
）
年
長
州
藩

に
赴
き
、
慶
長
４
（
１
５
９
９
）
年
に
石
高
３
４
８
石

で
剣
術
指
南
役
と
し
て
毛
利
家
に
仕
え
、
分
限
帳
に
も

明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
当
流
四
代 

有
地
内
蔵
丞
元

勝
を
伴
い
、
筑
前
黒
田
藩
に
赴
く
。

福
岡
黒
田
藩 

長
野
日
記 

正
徳
５
（
１
７
１
５
）
年

９
月
２
日
の
記
録
で
は
、
黒
田
長
清
（
直
方
藩
主
：
三

代
藩
主
黒
田
光
之
の
五
男
） 

二
の
丸
御
館
に
て
剣
術
御

覧
、
当
流
五
代
２
０
０
石 

有
地
四
郎
右
衛
門
元
貞
（
当

流
四
代 

元
勝
の
次
男
）
他
門
弟
４
名
と
記
さ
れ
て
い
る
。

慶
長
20
（
１
６
１
５
）
年
頃
か
ら
、
有
地
四
郎
右
衛

門
は
黒
田
藩
剣
術
指
南
役
２
０
０
石
で
福
岡
・
城
下
町

小
烏
（
こ
が
ら
す
）
の
馬
場
南
側
西
に
居
住
し
た
。

＊�

小
烏
の
馬
場
は
現
在
の
警
固
神
社
西
側
に
あ
っ
た
小

烏
大
明
神
の
側
に
あ
っ
て
、
国
体
道
路
に
な
っ
て
い

る
薬
院
泥
川
（
福
岡
城
の
堀
の
一
部
）
沿
い
で
あ
る
。

こ
の
度
、
会
員
ク
リ
ッ
ク
の
投
稿
の
ご
依
頼
を

い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
事
で
す
が
去
る

５
月
21
日
（
土
）、
宗
家
継
承
25
周
年
の
記
念
行

事
と
し
て
東
京
・
靖
国
神
社
に
お
い
て
、
黒
田
家

第
十
六
代
当
主
黒
田
長
高
様
・
由
佳
子
様
ご
夫
妻

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
無
事
に
剣
術
演
武
奉
納
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
５
月
27
日
に
は
筥

崎
宮
で
、
日
本
海
海
戦
１
１
７
周
年
記
念
奉
祝
演

武
も
滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

藤
香
会
、
黒
田
奨
学
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
引
き
続
き
福
岡
黒
田
藩
傳 
柳
生
新

影
流
兵
法　

柳
心
會
を
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
福
岡
黒
田

藩
と
新
影
流
の
沿
革
を
お
伝
え
し
た
く
随
筆
い
た

し
ま
す
。

新
影
流
の
祖 

上
泉
伊
勢
守
秀
綱
は
武
田
信
玄

が
直
属
の
家
臣
に
と
望
む
が
「
新
影
流
の
兵
法
を

諸
国
に
広
め
た
い
」
と
願
い
出
、
他
国
に
は
仕
え

な
い
と
の
条
件
で
暇
を
も
ら
い
、
そ
れ
ま
で
名
乗
っ

て
い
た
秀
綱
を
信
玄
の
「
信
」
の
一
字
を
賜
っ
て

上
泉
武
蔵
守
信
綱
と
名
乗
っ
た
。
甥
の
疋
田
豊
五

郎
景
兼
（
疋
田
新
影
流
）、
鈴
木
意
伯
ら
５
人
を

伴
い
廻
国
修
行
に
出
る
。
福
岡
黒
田
藩
に
は
疋
田

豊
五
郎
が
残
し
た
巻
物
数
本
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
後
当
流
二
代 

柳
生
宗
巌
（
石
舟
斎
）
の

福岡黒田藩傳柳生新影流兵法
柳心會　第十四代宗家
長岡　鎮廣

新型コロナのために本会の行事が中止や延期に追い込まれていましたが、総会を
２年ぶりに開くことができました。やはり会員が直接顔を合わせて話をすること
が必要だと改めて思いました。

編集
後記

ホームページアドレス
　　　　　http://toukoukai-kuroda.com/

検　索藤香会

ちょっと
うんちく

マイケル・コンタスさん (会員 )と演武をされる長岡宗家 (左 )

前
号
で
は
博
多
商
人
三
傑
の
ひ
と
り
神

屋
宗
湛
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
も
う
一
人
の
島
井
宗
室
の
話
で
す
。

九
州
征
伐
で
島
津
義
久
父
子
を
降
し
て

天
正
15
年
（
１
５
８
７
）
６
月
３
日
、
筥

崎
八
幡
宮
に
陣
を
駐
め
た
秀
吉
を
翌
４
日

に
島
井
宗
室
が
伺
候
し
て
謁
見
し
ま
す
。

10
日
に
は
近
臣
と
宗
湛
を
従
え
フ
ス
タ
船
（fusta

・

南
蛮
船
）
で
箱
崎
よ
り
博
多
海
浜
に
上
陸
し
、
宗
室
ら
に

迎
え
ら
れ
て
博
多
を
巡
閲
し
ま
す
。
こ
こ
で
町
割
り
の
こ

と
を
、
黒
田
官
兵
衛
、
石
田
三
成
、
小
西
行
長
の
三
士
に

命
じ
ま
す
。

宗
室
は
こ
れ
ら
の
貢
献
に
よ
っ
て
浜
口
町
に
宅
地
（
表

13
間
、
入
30
間
）
を
与
え
ら
れ
、
永
世
諸
役
免
除
の
沙
汰

を
受
け
ま
す
。

19
日
に
は
箱
崎
の
本
営
に
召
さ
れ
千
利
休
の
お
手
前
、

津
田
宗
及
、
三
松
（
津
川
玄
蕃
允
の
兄
）、
休
夢
（
如
水

の
叔
父
・
高
友
）
ら
の
相
伴
で
茶
を
賜
り
ま
し
た
。
つ
づ

く
連
歌
の
余
興
で
は
、

博
多
町 

幾
千
代
ま
て
や 

つ
の
る
ら
ん 

関
白

　
　

た
て
な
ら
べ
た
る 

門
の
に
ぎ
わ
ゐ 

休
夢

こ
こ
で
ま
た
秀
吉
の
人
た
ら
し
が
出
て
き
ま
す
。

「
汝
は
武
士
と
商
人
と
孰
（
い
ず
）
れ
を
望
む
や
」

「
愚
老
は
商
家
の
生
ま
れ
な
れ
ば
武
士
を
好
ま
ぬ

に
あ
ら
ね
ど
、
商
人
を
忘
る
る
能
（
あ
た
わ
）
ず
。

但
し
、
商
売
の
謀
略
は
殿
下
の
軍
略
と
聊
（
い
さ
さ
）

か
相
違
候
わ
ず
」

｢

何
な
り
と
望
め
、
叶
え
て
取
ら
す
べ
し｣

宗
室
は
海
の
中
道
を
指
さ
し
て
、「
内
海
を
拝
領

し
た
し
。
か
の
海
口
は
愚
老
の
戦
場
に
て
候
」

と
言
っ
て
大
笑
い
し
た
と
か
。

茶
席
で
の
雑
談
と
は
い
え
、
秀
吉
に
対
し
て
こ

の
よ
う
な
応
待
を
し
た
の
は
宗
室
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。

石
城
志
お
よ
び
博
多
口
碑
に
こ
の
問
答
が
記
さ
れ

て
い
る
。

な
お
商
人
で
あ
る
千
宗
易
、
神
屋
宗
湛
、
島
井

宗
室
、
大
賀
宗
伯
、
津
田
宗
及
な
ど
僧
籍
に
入
っ

て
法
名
を
名
乗
っ
た
訳
は
、
一
介
の
町
人
が
秀
吉

な
ど
日
本
の
ト
ッ
プ
に
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
、

そ
こ
で
町
人
・
商
人
で
は
な
く
僧
で
あ
る
と
し
て

会
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

★
新
規
入
会
員
紹
介

１
．一
般
会
員

　

清
田　

幸
一
・
黒
田　
　

力

　

泊　
　

賢
吾
・
鬼
木　

正
道

　

古
城　

江
寛
・
稲
員　

稔
夫

　

岡
本　
　

稔
・
岡
本　

章
子

２
．賛
助
会
員　

50
企
業
・
団
体

　
　
　
　

令
和
４
年

博
多
ど
ん
た
く
に
長
高
様
ご
夫
妻
来
福

５
月
３
・
４
日
に
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
博
多
ど

ん
た
く
に
長
高
様
ご
夫
妻
が
来
福
さ
れ
、
４
日
に
は
福

岡
城
下
の
橋
御
門
で
三
福
神
の
祝
い
の
口
上
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
志
岐
ら
ん
梅
さ
ん
が
指
導
さ
れ

る
子
供
に
わ
か
の
演
技
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
に
わ
か

の
熱
演
に
笑
い
が
起
り
ま
し
た
。

下の橋御門で三福神の祝いの口上を
受けられる長高様ご夫妻

２
０
２
２
．
１
．
１
号
の
会
員
ク
リ
ッ
ク
の
記
事
中
、

「
抵
当
は
、
間
口
何
軒
奥
行
何
軒
」
と
あ
る
の
は
、

「
間
口
何
間
奥
行
何
間
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正


